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変な音-においがしたら、煙が出たら 



〇電源を切る 

〇ソニーの相談窓 □ (裏表紙）またはお買い 
上げ店、ソニーサービス窓□に修理を依頼 
する 


行為を禁止する記号 

0 ® 

禁止 接軸禁止 

分解禁止 

行為を指示ずる記号 
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A 危均逸 ^ A 

义災 感電 


下記の注意事項を守らないと义災 • 

感電•巧熱•巧义にょり死亡 

や大け'がの原因となりまず。 


付属 W かの USB ケーブルを巧わない 

充電するとをは、必ず付属の USB ケープルを使用してください。 
破裂や電池の液漏れ、過熱などにより、火災やけび、周囲の巧損の 
原因となります。 


0 

禁止 


巧袋な巧の USB 巧電 AC 電源アダプターを怔わない 

USB 巧電 AC 電源アダプターを用いて充電するときは、必ず推奨の 
AC - U 50 AD (別売）もしくは AC - U 501 AD (別売）を使用してくだ 
さい。 



义の中に入れない 


0 

禁止 


分解しない 


故障や感電の原因となります。充電式電池の交 
撰、内部の点検および修理はソニーの柜談窓 □ 
(裏表紙）またはお買い上げ店、ソニーサービス 
窓□にご依頼 < ださい。 



义のそばや炎天下などで巧電した0、放置しない 


0 

禁止 
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A 警告 1 A A 

火災 感電 


下記の ミ 主意事項を守らないとジ^災 • 

感電•巧熱•巧义によりやけ 

どや 大け"が の原因となります。 


道路交通法に従って安を運拓ずる 

運転者は道路交通まに従ラ義務びありまず。前方ま意をおこたるなど、を全運 
転に反する行為は違法であり、事故やけがの原因となります。 

• 運転中は本機および携帯電話を使巧しない。 

• 運輯中に携帯電話の画面を注視しない。 

• 運転中し乂がでち、踏切や駅のホーム、車の通る道、ェ 
ま現場など、周囲の音び聞こえないと危険な場所で 
は本機を使わないでください。 



内部に水や異巧を入れない 


本機は防水仕様ではありません。 

水や異物び入ると火災や感電の原因になります。 
万一、氷や異物び入ったときは、すぐに使用を中止 
し、お買い上げ店またはソニーサービス窓□にご柜 
談< ださい。 



本巧を巧団などでおおった巧態で括わない 

熱びこちってケースび変形したり、火災の原因とな 
ることびあります。 



次のページにつづ< 
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I A ク ±±| 下記のま意事項を守らないとけがをしたり周辺の 
1/へ；上思 I 家財に損害を与えたりずることびありまず。 


大音量で長時巧続けて聞まずぎない 


•耳を刺激するよラな大さな音量で長時間続けて聞 
くと、聴力に悪い影響を与えることびあります。耳 
を守るため、音量を上げすぎないよラにご注意く 
ださい。 

本機につないでいるだ/ ueto がわ機器によっては、通 
話時に八ウ1」ング現象びおさることびありますの 
で、萬に適度な音量を巧つようにしてください。 



はじめか6音量を上ばずぎない 

突然大きな音び出て耳をいためることびあります。音量は徐々に 
上げましよラ。 


Q 



通電中の製品に長時巧ふれない 

長時間皮膚びふれたままになっていると、低温やけどの原因にな 
ることびあります。 


Q 

禁止 


本傑をズボンなどのをろのポケットに入れて 
屈らなし、 

変形や故障の原因となることびあります。 


Q 


禁止 



本おにへッドホンを巻を巧けたまま、 
かばんの中に入れ、かか5大きな力を加え 
ない 

変形や故障の原因となることびあります。 


0 
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I A な ±1 下記の注意事項を守らないとけがをしたり周辺の 
|/!\;±思 I 家財に損害を与えたりずることがあります。 



本おを硫空お巧でほわない 

電波び影響を巧ぼし、誤動作によるま故の原因となるおそれびあ 
ります。 

0 

禁止 

本機を医療傑器の近<でほわない 

0 

禁止 

電波びわ臓ペース 一力一や医療用電気機器に影響を与えるおそ 
れびあります。満員電車などのミ昆雑した場所や医療機関の屋内で 
は使わないでください。 

本機を•む腺ペースメーカーの装着部位か 6 22 cm な上斑 
ず 

電波によりペース 一力一の動作に影響を与えるおそれびありま 
す。 

A 

を意 

本機を自動ドア、义災巧知器などの自動制御傑器の近< 

では皮わない り 

電波び影響を及ぼし、誤動作による事故の原因となるおそれびあ ^ 

ります。 

本機は、国内き巧でず 

〇 

指示 

海外では国によって電波使巧制限びあるため、本機を使巧した場 
合、罰せられることびあります。 
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電おについてのまを上のごを意 

お漏れ • 破裂 • 巧熱 • 巧义 • 誤巧に ょる大けがゃ失明を猫ブ 
るため、下記の注意事項をおずおずりください。 


[2 L 危険]巧電式電池び巧漏れしたとを 

充電式電池の液び漏れたときは素手で液をさわらない 

液び本体内部に残ることびあるため、ソニーの相談窓 □ (裏表祇）またはソ 
ニーサービス窓□にご相談ください。 

ミ夜び目に入ったときは、失明の原因になることびあるので目をこすらず、す 
ぐに水道水などのをれいな水で巧分洗い、ただちに医師の治療を受けてく 
ださい。 

液び身体や衣服についたとさち、やけどやけびの原因になるので、すぐに去 
れいな水で洗い琉し、皮膚に炎症やけびの症状びあるとをには医師に相談 
して < ださい。 


险警告]巧電式電細こついて 

•付属の USB ケーブル政列で充電しない。 

• 乂の中に入れない。分解、加熱しない。 

• 乂のそばや直射曰光の当たるところ‘炎天下の車中など、高温の場所で使 
巧‘イ呆管’放置しない。 

• 外装のビニールチュープをはびしたり傷つけたりしない。 


[2 L ま意!]曰本国巧での巧電式電巧の属棄について 

U チウムイオン電池は、 U サイクルでをます。不要になったリ 
チウムイオン電池は、金属部にセ□ノ '^ンテープなどの絶縁テー 
プを貼って U サイクル協力店へお持ちください。 

Li-ion 

充電式電池の回収 • U サイクルおよび U サイクル協力店については有限責任 
中間法人北 RC ホームページ 
http://wwwjbrcnet/hp/contents/index.html 
を参照して < ださい。 
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Bluetooth 機器について 


傑器認定について 

本機は、電波法に基づ < ル電カデータ通信システムの無線設備として、認証を 
受けています。がって、本機を使用するときに無線局の免許は必要ありません。 
ただし、じ(下の事項を行ラと法律に罰せられることびあります。 

•本機を分辭/改造すること 
• 本機に貼ってある罰明ラベルをはびすこと 


周ミぶ a について 


本機は 2.4 GHz 帯の2.4000 GHz から2.4835 GHz まで使巧できますび、他の無 
線機器ち同じ周波数を使っていることびあります。他の無線機器との電波干渉 
を防止するため、下記事項に注意してご使巧ください。 


本傑の皮用上のミち意事]! 

本機の使用周波数は 2.4 GHz 帯です。この周波数帯では電子レンジ等の産 
業•科学’医療巧機器のほか、他の同種無線局、工場の製造ライン等で使用 
される免許を要する移動体識別巧構内無線局、免許を要しない特定のル電 
力無線局、アマチュア無線局等（切下「他の無線局」と略す）び運巧されて 
います。 

1. 本機を使巧する前に、近くで「他の無線局」び運巧されていないことを確 
認してください。 

2. 万一、本機と「他の無線局」との間に電波干渉び発生した場合には、速や 
かに本機の使巧場所を変えるか、または機器の運用を停止（電波の発射 
を停止）してください。 

3. 不明な点その他お困りのことび起をたとさは、ソニーの相談窓□までお 
問い合わせください。ソニーの相談窓□については、本取扱説明書（裏表 
紙）をご覧<ださい。 


この無線機器は 2.4 GHz 帯を使巧します。変調方式 
として FH - SS 変調方式を採巧し、与干渉距離は10 m 
です。 


2.4FH1 

[ ^ ] 


ぶリが 00 めとその□コマークは 、 Bluetooth S に, INC の商標で、ソニーはライセ 
ンスに基づを使巧しています。その他、本書に記載されているシステム名、製品 
名は、一般に各開発メーカーの登録商標あるいは商標です。 
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Bluetooth 無線技術について 


が ue 化0か®無線技術は、パソコンや 
デジタルカ ラなどのデジタル機器 
同±で通信を行ラための近距離無線 
技術です。およそ]日 m 程度までの 
距離で通信を行ラことびできます。 
必要に応じて2つの機器をつなげて 
使ラのび一般的な使い方ですび、1つ 
の機器に同時に複数の機器をつなげ 
て使ラことわあります。 

無線技術によって USB のよラに機器 
同±をケープ J レでつなぐ必要はなく、 
また、ホが線技術のよラに機器同± 
を向かい合わせたりする必要ちあり 
ません。例えば片方の機器をかばん 
やポケットに入れて使ラことちでき 
ます。 

Bluetooth 標準規格は世界中の数千社 
の会社び賛同している世界標準規格 
であり、世巧中のさまざまな;><ーカー 
の製品で採用されています。 


Bluetooth 機能の巧応パージヨ 
ンとプ□ファイル 

プ□ファイルとは、 Bluetooth 機器の 
特性ごとに機能を標準化したをので 
す。本機は下記のだ/ uefoo 化バージョ 
ンとプ□ファイルに対応しています。 
対応 Bluetooth ) てージョン： 

Bluetooth 標準規格 Ver . 2.1 + EDR *' 準拠 
对応目 luetoo か プ□ファイル： 

- A 2 DP (Advanced Audio Distribution 
Profile ) :高音質な音楽コンテンツを送を 
信する。 

-AVRCP (Audio Video Remote Control 
Profile ) :再生、一時停止、停止など、 

AV 機器を操作する。 

- HSP (Headset Profile) *2 :通話/携帯 
電話を操作する。 

-HFP ( Hands-free Profile ) * 2 :ハンズフ 
1」一で通話/携帯電話を操作ずる。 
Enhanced Data Rate の略 
* 2 携帯電話の Bluetooth 機能び HFP と 
HSP の両方に対応している場合は 、 HFP 
( Hands-free Profile ) を使用してくださ 

い。 

ごま意 

•抓 / e の0か機能を使うには、巧手側 
Bluetooth 機器び本機と同じプ□ファイ 
ルに対応している必要びあ0ます。 

ただし、同じプ□ファイルに対応してい 
てち、が(化の0か機器の仕様により機能 
び異なる屬合びあ0ます。 

•がリげ〇〇か無線技術の特性により、送信 
側での音声-音楽再生に比べて、ワイヤ 
レスオーディオレシーバー側での再生び 
わずかに遅れます。 
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こんなことがでをます 

本徽ま、 6 /u が00ホ無線技術を利用したワイヤレスオーディオレシーパ’一です。 

• が U が0がわ対応音楽プレーヤー（携帯電話、デジタルミュージックプレー 
ヤー、 Bluetooth トランス S ッターを接続したデジタル S ュージックプレー 
ヤーなど）*1の音楽をワイヤレスで楽しむことびできます。 

• 携帯電話やポータブルオーディオなどに付属のヘッドホンや、お手持ちの 
へッドホンびご使用頂けます。* 2 (へッ ドホンは別売です） 

• が U が0がわ対応携帯電話* 3 をカバンの中に入れたまま、八ンズフ U —で通 
話びでさます。 

• Bluetooth 対応音楽プレーヤー の基本的な U モコン操作（再生•停止など） 
びでをます。 

• 周囲の電波の影響による音切れび発生しにくく、菌単に接続びでさる 
Bluetooth 標準規格 Ver .2.1 + EDR 採用 

• 便利な USB 充電式 

• 高音質な通話を可能にするエコーキャンセレーシヨンとノイズサプレッ 
シヨンを搭載 

• ワンセグ音声ちワイヤレスで楽しめる SCMS - T 対応 

•ク U ップとストラップ(別売)の2種類の装着スタイルを選ぶことびできます。 

Bluetooth 無線技術については ] 日ページをご覧<ださい。 



接続する Bluetooth 機器び A 2 DP 接続する加 j が〇〇か機器び HSP (Headset 

(Advanced Audio Distribution Profile ) Profile ) または HFP ( Hands-free Profile ) 
に対応している必要びあります。 に対応している必要びあります。 

接続ずるへッドホン（別売）のプラグは、接続する Bluetooth 磯器び AVRCP (Audio 
ステレオミニプラグに限ります。 Video Remote Control Profile ) に対応し 

ている必要びあります。 


Bluetooth 機器昼本操作の流れ 


ペア y ングずる 

音楽送信に対応した Bluetooth 機器と本機を、接続巧手として登録します。 
一度ペア U ングすれば、次回からぺアリングする必要はありません。 


Bluetooth 対応 
携帯電話など 



ペアリング 


ワイヤレス 

オー ディオレ シーパー 


• M 6 〜17ぺージ 


Bluetooth 接続ずる 

加が too ホ機器を操作して、 
Bluetooth 接続します。 



音楽を聞< 


Bluetooth 機器で再生する音楽 
を本機で聞くことびでをます。 
音楽の再生、一時停止または停 
止などを、本機で操作でをます。 



•>20〜22ぺージ 


Bluetooth 接続ずる 

本機の電源を入れると、自動的 
にペア U ングした携帯電話と 
Bluetooth 接続します。 



接続 

•化 ■ 

•>23〜24ぺージ 
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田 RESET ボタン 
回 USB 州端子 
回 PAIRING ボタン 

囲ランプ清）（ホ） 

本機の通信状態（青）-電源状態 
(赤）を表おします。 

固へッドホン端子 
固ストラップ ホール 
团クリップ 

固 POWER (電源）ボタン 


回ぐマルチフアンクシヨンボ 
タン 

本機で通話するとき、さまざま 
な機能を操作します。 

圆ジョグスイッチ* 

本機で音楽を聞< と去、さまざ 
まな機能を操作します。また通 
話をするとをに本機の音量を調 
節します。 

回マイク 

* 凸点（突起}び付いています。操作の目 
印としてお使いください。 
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本機を巧電する 

本機は U チウムイオン充電式電池を内蔵していまず。充電してからお使い 
<ださい。 


1本機の USB ( t ) 端子について 
いるみたを開ける。 

2 本機を付属の USB け） ケーブ 
ルと接続し、もラーちのプラグ 
を、パソコンとつなぐ。 

本機に接続する USB ケーブルの 
コネクタは、 t を下にして差し込 
みます。 



•充電後に本機の USB け）端テのふたを 
閉めるとをには、ふたび押し当たるまで 
確実に巧し込んで < ださい。 

• USB 巧電に対応しているバソコンの巧駕 
環境については、 「 USB 充電のパソコン 
推奨環境」 （3 日ページ）をご覧ください。 

クヒント 

• 本機の電源び入っているときに USB ケー 
ブルをバソコンにつなぐと、本機の電源 
は自動的に切れます。 

• 電源コンセントと本機をつないで充電す 
るときは、 USB 充電 AC 電源アダプター 
AC - U 50 AD (別売）もしくは 
AC - U 501 AD (別売）をお使いください。 
詳しくは、 USB 巧電 AC 電源アダプター 
に付属の取扱説明書をお読み<ださい。 

• 充電中は本機の電源を入れることびでを 
ません。 


本機とパソコンをつなぐと充電び 
始まります。 

本機のランプ（ホ）び、点灯して 
いることを確認してください。 
充電は、約 2.5 時間*で完了し、 
ランプ（赤）は自動的に消灯しま 
す。 

* 電池残量びない状態から、満充電す 
るのにかかる時間 


ごま意 

• 本機を長期間お使いにならなかった後に 
充電を行なった場合、 US 目ケープルをバ 
ソコンにつないでち本機のランプ（ホ） 
びすぐに点丹しない場合びあります。本 
機から USB ケープルをはずさず、ランプ 
(ホ）点灯するまでしばら<お待ち<ださ 
し、。 
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警告 

本機は下の原因などにより、充電 
中に異常を検知すると、充電び完了 
していな<てちランプ（赤）び消な 
することがあ0ます。 

-動作な証温度範囲めで〜 40 で） 
を超スる場合 

-充電式電池に問題びある場合 
この場合、ちラー度上記の温度範囲 
で充電を行ってください。それでち 
問題び辭決しない場合は、ソニーの 
ネ目談窓 □ (裏表紙）にご相談ください。 


• 長い間使わなかったとさは、充電式電池 
の持続時間び短 < なることびあ0ます。 
何回か充放電を繰 D 返すと、充分に充電 
でをるよラにな0ます。 

• 使用可能時間び通常の半分ぐ6いにほ下 
した場合は、充電式電池の寿命と考え6 
れます。充電式電池の交換については、 
お買い上げ店またはソニーの相談窓□(裏 
表紙）にご相談<ださい。 

• 急激な温度変化や、直射曰光、霧、砂、 
ほこ0や電気的な衝撃を避けて < ださい。 
また駐車中の車内には、絶対に放置しな 
いで < ださい。 

• 本機とパソコンを接続中にバソコンび省 
電カモードになると、正し<充電されま 
せん。接続を行ラ前にバソコンの設定を 
確認してください。パソコンび省電カモー 
ドになってちランプ （ホ） は自動的に消 
巧します。この場合は、充電をや0直し 
てください。 

•本機とバソコンは、付属の USB ケースレ 
のみを使い、おず直接つないで<ださし、。 
USB 八ブなどを経由して接続すると、正 
し < 充電されません。 


巧巧可能時聞# 


本機のげ態 

使用可能時間 

連続通信（音楽 
再を時間を含む） 

最大7時間 

連続待ち受け 

最大12日時間 


* 周囲の温度や使用状態により、上記の使 
用時間と異なる場合びあります。 


巧電式電おの巧量を巧認ずる 

本機の電源び入っているとをに 
POWER ボタン封甲すと、ランプ（赤) 
び点滅します。ランプ（ホ）び点滅 
した回数で、充電式電池の鶏量を確 
認でさます。 


ランプ（ホ） 

電池残 量 

3回点滅 

満 

2回点滅 

中 

1回点滅 

減（要充電） 

ご注意 

本機の電源を入れた直後やペア U ングを 

行っているときは、 

充電式電池の残量を確 


認することびでをません。 


残量がほとんどなくなると 

ランプ（青）で行われていたが U が 00 か磯 
能のランプ表示び、ランプ（ホ）での表示 
に変わります。充電式電池の残量び完全に 
な<なると、ビープ音び鳴り、本磯の電源 
び自動的に切れます。 
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ペアリングする 


ペアリングとは 

ペアリングの手順 


ぶ U が00か機器では、あらかじめ、接 
続しよラとする機器を登録しておく 
必要びあります。この登録のことを 
ペア U ングといいます。 

一度ペア1」ングすれば、再びペア1」 
ングずる必要はありませんび、切下 
の場合は再度ペア U ングび必要です。 
•修理を行ったなど、ペア U ング情 
報び消去されてしまったとさ。 

• 9台切上の機器をペア U ングしよ 
ラとしたとを。 

本機は8台までの機器をペア U ン 
グすることびでをます。8台分を 
ペア U ングしたあと新たな機器を 
ペア U ングすると、8台のなかで 
最横に接続した日時び最ちちい機 
器のペア U ング情報び、新たな機 
器の情報で上書をされます。 

• 接続相手の機器から、本機との接 
続履歴び削除されたと去。 

• 本機を初期化したとを。 

(32 ぺージ参阻') 

すべてのペア I 」ング情報び消去さ 
れます。 


1相手 側が U が〇〇化 機器を、本 
機の1 mLU 内に置く。 

2 本機の電源が切れている状態で 
USB 端子についているふたを 
開け、 PAIRING ボタンを2秒 
切 上 押し続け、ペアリング モー 
ドにずる。 

ランプ（青）とランプ（ホ）び交 
互に点滅し、ペア U ングモードに 
入ります。 



5分 iU 内にペア U ングを完了しなかった場 
合、本機のペアリングモードは解除され、 
電源び切れます。この場合、ちラー度手順 
1から操作を行ってくださレ。 
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3 相手測 Bluetooth 機器でペア 
リング操作を行い、本機を検索 
ずる。 

相手側 Blue 仿が h 機器の画面に、 
検出した機器の一覧び表示されま 
す。本機は rDRC - BT 30 J と表示 
されます。 

「 DRC - BT 30」 と画面に表示され 
ない場合は、ちラー度手順1から 
操作を行ってください。 

で:ちき 

• 相手側 Bluetooth 機器の操作につい 
ては、お使いの機器に付属の取扱説 
日月書をご覧 < ださい。 

• 検出した機器の一費び表示でさない 
6/ u が00か機器や、画面びない機器と 
ペアリングするときは、本機と巧手 
側 Bluetooth 機器の両方をペアリン 
グモードにして<ださし、相手側 
がリが00か機器によってはこの操作で 
ペア IJ ングできる場合びあります。 
このとき相手側 Bluetooth 機器のパ 
スワードび r 日日日日」な外に設定され 
ていると、本機とペアリングするこ 
とびでさません。 

4 相手測 Bluetooth 機器の画面 
に表示されている rDRC - BT 30 J 
を選択ずる。 


5 相手側 S/Ii が〇〇か 機器の画面 
でパスコード*の入力を要求さ 
れたら、「0000」を入力ずる。 

ランプ（青）びゆっ<りした点滅 
に変わったら、ペア U ングの完了 
です。このとを、相手側 
Bluetooth 機器の画面によっては 
「登録完了」などと表示されます。 
* パスコー ドは、 パスキー、 PIN コー ド、 
PIN ナンバー、バスワードなどと呼 
ばれる場合がお0ます。 

ごま意 

相手側か U が00か機器によっては、パ 
スコードの入力を要ホされない場合び 
あ D ます。お使いの機器に付属の取撮 
説明書をご確認 < ださい。 

6 相手側 S/u が〇〇か 機器で 
Bluetooth 接続操作を行う。 

本機び相手側 Bluetooth 機器を最 
後に接続した機器として記憶しま 
す。 

また、相手側が U が00め機器に 
よっては、ペア U ングび完了する 
と自動的に本機と Bluetooth 接続 
した状態になる場合びあり 
ます。 



• 複数の Bluetooth 機器とペア U ングする 
には、ペアリングしたい機器ごとに手順 
1 〜5を繰り返してください。 

• 本機とペアリングした Bluetooth 機器の 
'晴報をすべて削除するには、「本機を初期 
化する」 （32 ページ）をご賣ください。 
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本機を装着する 

1本機にへッドホン（別売）を取 
り付ける。 



2クリップで本機を巧類のポケッ 
卜などに取り付け、へッドホン 
を装着する。 

へッドホンは®表示のあるほう 
を左耳に、 ® 表示のあるほうを 
ち耳にして、装着してください。 



ストラップホールにお手持ちのストラップ 
(別売）を取り付けることびでさます。 
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磯器検索中 图 

0 


接続待 S 图 •一-•--•- 

回- 

接続動作中 \ B \ mm - mm -99 

_ 回 -_ 

HFP / HSP または 回参- 

A 2 DP の接続俳通話お]_ 

時または非音楽再生^ 

時） 

HFP/HSP と A 2 DP の图 >-• - 

同時接続（非通話時ま ra _ 

たは非音楽再生時） ^ 

再生時 固 •• - 

_ 回 -_ 

再生時 固 ••• - 

( HFP / HSP で待ち到ブ ^ _ 

中） 

着信中 图 •>•••• 

_ 回 -_ 

通話中 d •• - 

回- 

音楽再生中の通話 尼！ ••• - 

回一 



状態 I 点滅パターン 


歹寞量びほとんどな < なると 

ランプ（青）で行われていたか U が00か機能のランプ表示び、ランプ（ホ）での表示に変わ 


Bluetooth 機能のランつ表巧 

固：ランプ情) 
间：ランプ啸) 


ペアリング I 接続動作 


接続済み 














操作 


音楽を聞< 



本機は SCMS - T 方式の コンテンツ 保 
護に対応しています。 SCMS - T 方式 
対応の携帯電話やワンセグ TV などの 
音楽（または音声）を、本機で聞く 
ことびでをます。 

機器の操作をはじめる前に、切下の 
点をご確認ください。 

-送信側 Bluetooth 機器の電源び 

入つてし、る。 

-本機と送信側 Bluetooth 機器のぺ 
ア1」ングび完了している。 

-送信側 Blue 份〇化 機器び音楽送信 
機能に対応している（プ□フアイ 
ル： A 2 DP *)。 

1本機の電源び切れているが態 
で、 POWER ポタンを約2秒間 
巧し続ける。 

ランプ（青）び2回点滅し、電源 
び入ります。 


で''ちき 

電源を入れたあと、本磯は前回接続し 
た Bluetooth 機器に HFP または HSP 
で自動的に接続しよラとします。本磯 
で通話をしない場合は、前回接続した 
Bluetooth 機器を HFP または HSP の接 
続待ち状態にしないでください。音楽 
再生中に通話ちする場合は、26ページ 
をご覧ください。 

2送信測 S/U が〇〇か 機器で 
Bluetooth 接続操作を行う 

( A 2 DP )。 

を信側 Bluetooth 機器の操作につ 
いては、お使いの機器に付属の取 
扳説明書をご覧 < ださい。 

3 送信 側が U が〇〇か 機器の再生 
を始める。 

クヒント 

ジョグスイッチを巧して、本機から送信側 

Bluetooth 機器へ A 2 DP の Bluetooth 接続 

をすることちできます。ただし、本機で通 

話をしていると定は、ジョグスイッチを巧 

しても A 2 DP の Bluetooth 接続はできませ 

ん。 

で:手き 

•本機と送信側加 J が00か機器を、 HSP で 
Bluetooth 接続して音楽を再生した場合、 
本機で高音質の音楽を間<ことびでをま 
せん。送信側か U が00か機器を操作して、 
A 2 DP の Bluetooth 接続に切り換えてく 
ださい。 

• A 2 DP の Bluetooth 接続中に本機の電源 
を切ったあと、再度 A 2 DP の Bluetooth 
接続を行ラ場合は、ちラー度手順1から 
操作を行って < ださい。 

* プ□ファイルについて詳しくは、10ペー 
ジをご覧ください。 
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音量を調節するには 

音楽を再生しているとをに、ジョグ 
スイッチを上または下へ動かして音 
量を調節します。 

ぐ ヒント 

•送信側が U が00ホ機器によっては、接続 
した機器側でち音量の調節び必要な場合 
び友0ます。 

•本機は、音楽を聞くときの音量と通話す 
るとをの音量を、それぞれ調整すること 
びでさます。通話中に音量を蜜えてち、 
音楽再生時の音量は変わ D ません。 


ほい終わるには 

1送信測 Bluetooth 機器を操作 
して、 S / i # efoo か 接続を切断 
ずる。 

2 本機の POWER ポタンを約2 
秒間巧し続ける。 

ランプ（青）び点灯し、本機の電 
源び切れます。 

ぐヒント 

送信側 Bluetooth 機器の種類によっては、 
音楽の再生を終了すると、自動的に 
Bluetooth 接続を切断する場合びあります。 


送信側が tie かが/!機器を操 
作する- AVRCP 

送信側 が u が〇〇化 機器び磯器操作機 
能（対応プ□ファイル： AVRCP ) に 
対応している場合は、本機のボタン 
で、送信側 Bluetooth 機器の操作び 
でさることびあ0ます。 

ス''辛き 

送信側 Bluetooth 機器の対応機能について 
は、お使いの機器に付属の取扱説明書をご 
確認ください。 


状態：停止中または一時停止中 



短巧し 

長巧し 



CD 


③ 

0 


© 再生を開始*1 
⑤停止 

③曲戻し/曲をり 
® 早戻し/早をり >2 

状態：再生中 



短押し 

長巧し 


⑤ 

⑥ 


③ 

③ 


感一時停止 *1 
(6) 停止 

@曲戻し/曲をり 
感早戻し/早をり* 2 

*1 送信側か U が00ホ機器によっては、ジョ 
グスイッチを2回押す必要びあります。 
送信側かりが00か機器によっては、操作 
に対応していない場合びあります。 


次のページにつづ< 




ぐ ヒント 

送信側が U が00か磯器によっては、本磯で 

下記の操作を行ラことにぶ0、早戻し/早 

送0び巧能になる場合びあ0ます。 

1本機の POWER ボタンを約2 
秒間巧し続け、電源を切る。 

2 本機の POWER ボタンとジョ 
グスイッチ（►- ■) を約7砂 
間巧し続ける。ランプ（青）び 
1回点滅します。なお、設定後 
に同じ操作を再度行うと、ラン 
プ情）び2回点滅し、この設 
定を解除できます。 

ス：ちき 

本機の音量操作で送信側 Bluetooth 機器の 

音量を調節することはでをません。 
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通話する 



機器の操作をはじめる前に、拟下の 
点をご確認ください。 


-携帯電話の Blue 的〇か 機能び有効 
になっている。 

-本機と Bluetooth 対応携帯電話の 
ペア U ングび完了している。 

1本機の電源び切れている状態 
で、 POWER ボタンを約 2 秒間 
巧し続ける。 

ランプ（青）び2回点滅し、電源 
び入ります。電源び入ると、前回 
接続した Bluetooth 対応携帯電話 
へ自動的に接続します。 

•なヒント 

自動接続を試みて1分間を過ぎると、 
接続動作び止まります。その場合は、 
マルチフアンクシヨンボタンを巧すと、 
再度接続を試みます。 


本 おび Bluetooth 巧応房帯電 
話へ自動的に接続しないとをは 

Bluetooth 対応携帯電話を操作して接 
続する方法と、本機を操作して前回 
接続した Bluetooth 機器と接続する 
方法とびあります。 

图 Bluetooth 対応携帯電話を操 
作して接続ずる場含 

18山が〇〇が! 対応携帯電話で 
Bluetooth 接続操作を行う 
(HFP または HSP *)。 

Bluetooth 対応携帯電話の操作に 
ついては、お使いの携帯電話に付 
属の取扱説明書をご覧<ださい。 
検出した機器の一覧び、 

Bluetooth 対応携帯電話の画面に 
表示されます。本機は 「 DRC - 
BT 30 J と表示されます。 

HFP と HSP の両方に対応した 
Bluetooth 対応携帯電話をご使用 
になるときは、 HFP をご使巧くだ 
さい。 

ごま意 

前回と異なる Bluetooth 対応携帯電話 
へ接続するとをは、上記の方法で 
Bluetooth 対応携帯電話を操作して接 
続してください。 

* プ□ファイルについて詳しくは、10 
ページをご覧ください。 


次のページにつづ< 
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回本機を操作して前回接続した 

Bluetooth 機器と接続する場 

么 

1マルチフアンクシヨンボタンを 
押ず。 

ランプ（青）び点滅し始め、5砂 
間接続動作を巧います。 

ごま意 

本機で音楽を聞いているときは、マルチファ 
ンク シヨ ンボタンで Bluetooth 接続操作を 
行ラことはでをません。 


電話をかけるには 

1お使いの携帯電話のボタンを操 
作して電話をかける。 

本機から発信音び聞こえない場合 
は、マルチファンクシ ヨン ボタン 
を約2砂間押し続けます。 

クヒント 

携帯電話の機種にぶっては、下記のぶラな 
ちまで電話をかけることびでさます。 

詳し<は、お使いの携帯電話に付属の取扱 
説明書をご覧 < ださい。 

-通話待ち受け中に、マルチファンクシヨ 
ンボタンを巧してボイスダイヤル機能を 
使って電話をかけることびできます。 

-マルチファンクシヨンボタンを約2秒間 
巧し続けて、直前のま号へ電話をかけ直 
すことびでさます。 


電話を夏けるには 

着信びあると、本機から着信音が聞 
こえます。 

1本機のマルチフアンクシヨンボ 
タンを巧して、電話を受ける。 

本機から聞こえる着信音は、携帯 
電話によって下のよラに異なり 
ます。 

-本機の着信音 
-携帯電話の着信音 

-携帯電話の Bluetooth 接続専巧 
の着信音 

で:手き 

携帯電話のボタンを巧して電話を受けた場 
合、機種によっては、携帯電話での通話び 
優先されることびあります。この場合、本 
機のマルチ フアン クシ ヨン ボタンを約2 秒 
間巧し続けるか、携帯電話を操作して、音 
声通信を本機に切り換えてください。携帯 
電話側での操作について詳しくは、お使い 
の携帯電話に付属の取扱説明書をご覧くだ 
さい。 


音量を調節するには 

ジョグスイツチを上または下へ動か 
して音量を調節します。 

ク ヒント 

• 通話待ちをけ中に音量を調節することは 
でをません。 

•本機は、通話するとさの音量と音楽を間 
<とさの音量を、それぞれ調整すること 
びでをます。音楽再生中に音量を変又て 
ち、通話時の音量は変わ0ません。 

電話を切るには 

本機のマルチフアンクションボタン 

を押して、通話を終了します。 
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巧い終わるには 

1 S / Ii が〇〇か 対応携帯電話を操 
作して、 8山が〇〇が! 接続を切 
断ずる。 

2 本機の POWER ポタンを約2 
秒間巧し続ける。 

ランプ（青）び点むし、電源び切 
れます。 


Bluetooth 巧応携帯電話を 
操作する- HFP、HSP 


携帯電話との接続には、 HFP または 
HSP のどちらかび使巧されます。ど 
ちらのプ□ファイルび使われるかは、 
携帯電話によって異なり、対応する 
機能ち異なります。 

お使いの携帯電話に付属の取扳説明 
書をご覧 < ださい。 


HFP 



1マルチフアンクシヨンボタン1 

短巧し 

長押し 

待ちをけ 

ボイスダイヤ 
ル開始 W 

IJ ダイヤル 

ボイスダイ 
ヤル中 

ボイスダイヤ 
ル解除*’ 

— 

駕信中 

発信中断 

通話撒器を本磯 
または携帯電話 
へ切り換え 

着信中 

応答 

拒否 

通話中 

通話終了 

通話磯器を本磯 
または携帯電話 
へ切り換え 


HSP 



1 7 ルチフアンクシヨンボタン1 

短巧し 

長押し 

待ち寅け 

— 

駕信#1 

発信中 

発信中断 W 

発信中断または 
通話機器を本機 
へ切0換え 

着信中 

応答 

— 

通話中 

通話終了 W 

通話磯器を本磯 
へ切り換え 


*1 携帯電話の機種によっては、操作に対応 
していない場合びあります。お使いの携 
帯電話に付属の取扱説明書をご覧<ださ 
し、。 

携帯電話の機種によって異なります。 

* 3 携帯電話本体で通話しているとさは、操 
作に対応しない場合びあります。 





音楽再を中に通話をする 

音楽再生中に通話をするには、 A2DP だけではなく HFP または HSP での 
が U が00ホ接続を必要です。例えば、 6/ u が00ホ対応音楽プレーヤーで音楽を 
再生中に Bluetooth 対応携帯電話で通話をしたいとをは、本機とお使いの携帯 
電話び HFP または HSP で 区 liietoo か 接続されている必要びあります。 

次の手順で本機とお使いの機器を Bluetooth 接続しておきます。 

1「通話ずる J (23 ページ）の手順に従って、本機とお使いの携帯電話 
を HFP または HSP で Bluetooth 接続ずる。 

2音楽を再生ずる fi / uetoo が!機器（音楽プレーヤーや携帯電話など） 

を操作して、 A2DP で本機と Bluetooth 接続ずる。 


音楽巧を中に電話をかけるには 

1再生中に、マルチファンクシヨ 
ンボタンを操作する （25 ぺ一 
ジ参照)。または、お使いの損 
帯電話を操作ずる。 

本機から発信音び聞こえない場合 
は、マルチフアンクシ ヨン ボタン 
を約2砂間押し続けます。 


音楽再ち中に電話を受けるには 

着信びあると音楽び一時停止し、本 
機から着信音び聞こえます。 

1マルチフアンクシヨンボタンを 
巧して、通話を開始する。 

通話び終了したら、マルチフアン 
クシヨンボタンを巧します。 

本機び音楽再生に戻ります。 


着信びあってを本機か5着信音 
び聞こえないとまは 

1再生中の音楽を停止する。 

2着信音び鳴った6、マルチファ 
ンクシヨンボタンを巧して、通 
話を開始ずる。 
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その他 


本機を廃棄する 


鶴 

Li-ion 


機器に内蔵されている充電式電池は U サイクルでをます。この充電 
式電池の取り外しはお客様自身では行わず、「ソニーの相談窓□」 
にご相談ください。（「ソニーの相談窓□」の連總先は最終ページ 
に記載されています。） 
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ほ用上のご注意 

Bluetooth 通信について 

• Bluetooth 無線技術ではおよそ10 m 程度 
までの距離で通信でさますび、障害物（人 
体、金属、壁など）や電波状態によって 
通信有効範囲は変動します。 

• 本機のアンテナは、下記の図の点線で示 
した部分に内蔵されています。接続ずる 
Bluetooth 職器と本機のアンテナとの間 
に障害物が入らないよラにすることで、 
Bluetooth 通信の感度は向上します。 
接続ずる機器のアンテナ部と、本機内蔵 
アンテナ部分との間に障害物などび友る 
場合、通信距離び短くなります。 



• が U が00か通信は攻下の状況において、 
通信感度に影響を及ぼすことびあります。 
-本機とか U が0がわ磯器の間に人体や金 
属、壁などの障害物びある場合 
-無線 LAN び構築されている場所や、 
電子レンジを使巧中の周辺、その他電 
磁波び発生している場所など 
• かりが0がわ機器と巧線 LAN ( IEEE 80 Z 1 1 b / 
g ) は同一周波数帯 (2.4 GHz ) を使用す 
るため、無線 LAN を搭載した機器の近辺 
で使用すると、電波干渉び発生し、通信 
速度のほ下、雑音や接続不能の原因にな 
る場合びあります。この場合、次の対策 
を行ってください。 


-本機と如がわ0か機器を接続するとさ 
は、無線 LAN から10 m iU 上離れた 
ところでラ。 

-10 miU 内で使用する場合は、巧線 
LAN の電源を切る。 

-本機とが U が00か機器をでさるだけ近 
付ける。 

•抓/が00か機器び発生する電波は、電子 
医療機器などの動作に影響を与える可能 
性びあ0ます。場合によっては事故を発 
生させる原因にな D ますので、巧の場所 
では本機および Bluetooth 磯器の電源を 
切って < ださい。 

-病院内/電車内/航空機内/ガソリン 
スタンドなど引火性ガスの発生する場 
所 

-自動ドアや火災報知機の近く 

•本機は、 6/ ue の0かお線巧術を使用した 
通信時のセキュ U ティとして、 Bluetooth 
標準規格に準拠したセキュ U ティ職能に 
対応していますび、設定内容などによっ 
てセキュ U ティび充分でない場合びあ0 
ます。 

Bluetooth 通信を斤う際はごを意くださ 

い。 

• が U が00か通信時に情報の漏洩び発生し 
ましてち、弊社としては一切の責任を負 
いかねますので、あらかじめご了承<だ 
さぃ。 

• 本機はずべてのが U が00か磯器との 
Bluetooth 接続を f 呆証するちのではあり 
ません。 

-接続するが u が 00 か機器は 、 Bluetooth 
S にの定める Bluetooth 標準規格に適 
合し、認証を取得している必要びあり 
ます。 

-接続する機器び上記か uetoo か標準規 
巧に適合していてち、機器の特性や仕 
様によっては、接続でさない、操作方 
法や表示-動作び異なるなどの現象び 
発生する場合があります。 

-八ンズフ1」一通話中、接続機器や通信 
環境によ0、雑音び入ることびあ0ま 
す。 

•接続する概器によっては、通信びでさる 
よラになるまで時間びかかることびあ0 
ます。 
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その他のごを意 

•湿気やほこ D 、 油煙、湯気のをい場所、 
直射曰光の当たる場所や停車中の車内な 
どには置かないで<ださい。故障の原因 
とな0まず。 

• 携帯電話でご使巧の際、電波状況、場所 
の影響によ0、ご使用でをない場合びあ 
ります。 

•本機は、力を加えたり重さを加えたりし 
たまま長時間放置すると、変形してしま 
ラおそれびあ0ます。保管するとさは、 

蜜形しないよラにしてください。 

• 落とした0ぶつけた0などの強いショッ 
クを与えないで < ださし、。 

• 巧れは、乾いた柔らかい巧で&を取って 
ください。 

•水びかからないよラご注意<ださレ。本 
機は防水仕様ではありません。特に L ソ下 
の場合ごま意 < ださい。 

-洗面所などでポケットに入れての使用 
身体をかびめたときなどに落として水濡 
れの原因となる場合びあります。 

-雨や雪、湿度のをい場所での使巧 
-汗をかく状況での使巧 

濡れた手で軸ったり、汗をかいた巧服 
のポケットに入れると水濡れの原因と 
なる場合びありまず。 

• へッドホンを本体か6はずすときは、へッ 
ドホンのプラグを持ってはずしてくださ 
し、。コードを持って引っ張ると断線の原 
因となる場合びあ0ます。 

• お巧みのストラップを付けて本機をご使 
巧になる攝合は、シュレッダーや機械装 
置のそばなど、引を込みの可能性びある 
攝所では使巧しないで < ださい。 

• ほかに疑問点や問題点びある墙合は、ち 
ラー度この取扱説明書をぶ < 読んでか6、 
ソニーの相談窓 □ (裏表紙）またはお買 
い上げ店にご相談ください。 
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が障かな？と思った 6 

修理にお出しになる前に、再度の点検と、ホームページのサポート情報を確認 
してください。それでも正確に動作しないときは、お買い上げ店またはソニー 
サービス窓□、ソニーの相談窓 □ (裏表紙）にお問い合わせ<ださい。 


共通 

電源び入6ない 

-► 本機を巧電ずる。 

一巧電中は電源を入れることびできませ 
ん。 USB ケースレを本機からはずし、 
電源を入れる。 

ペア IJ ングで去ない 

-► 本機とがリが0がわ機器をなるべく近付 
けてからペアリングを行う。 

Bluetooth 接続ができない 

一本機の電源び入っているか確認ずる。 

一巧手側か U が00ホ機器の電源び入って 
いて Bluetooth 機能び有効になってい 
ることを確認する。 

-► 本機に巧手側が U が00か磯器との接続 
履歴び残っていない。ペアリングび完 
了したらずぐに、相手側が ue 怕 of わ磯 
器で Bluetooth 接続を行ラ。 

一本機または巧手側か U が0がわ機器びス 
IJ — プ状態になっている。 

一が u が00か接続び切断されている。 

ちラー度 Bluetooth 接続を開始する。 
(音楽を聞く場合： 20ページ参照、通 
話する場合： 23ぺージ参照） 

音びひずむ 

-► 本機やが ue 故がわ機器の周辺に 2.4 
GHz 帯の周波数を使用する無線や電子 
レンジなどの機器びないか確認する。 


通信距就びおい（音青び途切れ 
る） 

-► 巧撒 LAN やが ue り0か機器、電子レン 
ジを使用している場所など、電磁波を 
発生する機器びある場合は、その機器 
から離れて使用する。 

-► 本機のアンテナ （28 ページ参照）を相 
手側 6/ U が00か機器のち向へ向け、障 
害物で遮らないよラにする。 

本機を操作でをない 

-► 本磯を1」セットする（この操作をして 
も、ペアリング情報は削除されません)。 
ク U ップなどの細い棒を巧へ差し込み、 
ボタンの感触びあるまで巧す。 
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巧電するとを 
巧電でまない 

-► US 目ケーブルび本機およびバソコンと 
しっかり接続されているか確認する。 

-► バソコンの電源び入っているか確認ず 
る。 

-► バソコンびスタンバイ（ス U - プ)、化 
止状態に入っていないことを確認する。 

巧電時間び長い 

-► 本機とバソコンび USB A プなどを経由 
せずに直接つなびってレるか確認する。 

本機びパソコンに認識されない 

-► USB ケーブルびきちんとバソコンの 
US 目ポートに接続されていない 。 USB 
ケープルを一度はずしてから、接続し 
なおす。 

-► 本機とバソコンび USB A プなどを経由 
せずに直接つなびっているか確認する。 

-► 接続しているバソコンの USB ポートに 
問題びある可能性びある。バソコンに 
別の USB ポートびあれば、そのポート 
に接続しなおす。 

-► 上記に当てはまらない場合は、 USB 接 
続をしなおす。 

音楽を聞<とを 
音び出ない 

-► 本機と送信側邮/が00か機器の電源び 
入っているか確認する。 

-► 本機と送信側が U が00か機器び、 A 2 DP 
で Bluetooth 接続されてレない。 A 2 DP 
で Bluetooth 接続をする。 

(20 ページ参照） 

一送信側が U が00か機器で、音楽び再生 
されているか確認する。 

-► 本機の音量びルさすざないか確認する。 

-► 接続した機器側で音量を調節ずる必要 
びある場合は、接続した機器で音量を 
上げる。 

-► 本機と送信側邮7が0がわ機器を再度ぺ 
ア U ングする。 （16 ページ参照） 


音びかさい 

-► 本機の音量を上げる。 

-► 接続した機器側で音量を調節する必要 
びある場合は、接続した機器で音量を 
上げる。 

音質び悪い 

-► 本機と送信側が U が00か機器び、 HSP 
での Bluetooth 接続になってレるとさ 
は、送信側 Bluetooth 機器を操作して、 
A 2 DP での Bluetooth 接続に切り換え 
る。 

音楽再を中に音び途切れやずい 

-► がリげ〇〇か機器から送信している音楽 
のビットレート設定と、ご使用環境と 
の組み合わせにぶって、本機の受信状 
態び不ち定になっている場合びあ0ま 
す。*’ 

いったんさ信側 Bluetooth 磯器から 
A 2 DP の Bluetooth 接続を切り、本機 
の電源び入っている間にジョグスイッ 
チ （►■) を約7秒間巧し続けて、本 
機で受信でをるビットレートの設定を 
下げる。* 2 

*1 ビットレートとは、1秒あたりのデータ 
伝送量を表す数値です。一般的にビット 
レートび高いほど、音質び良くなります。 
本機は、高いビットレートで音楽を受信 
でさますび、ご使巧環境によっては音び 
途切れやすレ屬合びあ D まず。 

ビットレート設定の変更び完了すると、 
ランプ（青）び 1 回点滅します。ご使用 
の環境によっては、上記の操作で音の途 
切れび改善されない場合をあります。設 
定をちとに戻すには、ちう一度本機の 
ジョグスイッチ （►■) を約7砂間押し 
続けます。このとさランプ（青）び2回 
点滅します。 





ii 記するとを 

通話巧手の青び聞こえない 

-► 本機とが U が00化対応携帯電話の電源 
び入っているか確認する。 

-► 本機とか U が00か対応携帯電話び 
Bluetooth 接続されていない。 

HFP 、 もしくは HSP でが ue の0か接続 
をずる。 （23 ぺージ参照） 

一かリが00か対応携帯電話の音声設定び、 
通話中に本機を使うようになっている 
か確認する。 

一本機の音量びルさずぎないか確認する。 

-► Bluetooth 対応携帯電話で音量を調節 
する必要びある場合は、音量を上げる。 

一本機で音楽を間いているときは再生を 
停止して、本機のマルチファンクシヨ 
ンボタンを巧して着信に応答ずる。 

通話巧手か5の青がかさい 

-► 本機の音量を上げる。 

一 Bluetooth 対応携帯電話で音量を調節 
する必要びある場合は、音量を上げる。 


本機を初期化する 

音量調節などを工場出荷時の設定に 
戻し、すべてのペア U ング情報を削 
除します。 

1本機の電源び入っている状態 
で、 POWER ボタンを2砂 LU 上 
巧し続けて本機の電源を切る。 

2 POWER ボタンとマルチフアン 
クションポタンを同時に7秒 
上巧し続ける。 

ランプ（青）び4回点滅し、本機 
び工場出荷時の設定に戻ります。 
すべてのペア I 」ング情報び削除さ 
れます。 


32 




保証書と アフターサービス 


保証書 

• この製品には保証書び添付されていますので、お買い上げの際お受け取り< 
ださい。 

• 所定事項の記入および記載内容をお確かめのラえ、大切になをしてください。 
• 保証期間は、お買い上げ曰より1年間です。 


アフターサービス 

調子が悪いとをはまずチェックを 

この説明書をちう一度ご覧になってお調べください。 

それでも具合の悪いとさは 

お買い上げ店またはソニーの相談窓 □ (裏表紙）にご相談ください。 


保証期間中の修理は 

イ呆話書の記載内容に基づ’いて修理させていただをます。詳しくはな罰書をご覧 
<ださい。 


保証期間経過後の修理は 

修理によって機能び維持できる場合は、ご要望により有料修理させていただき 
ます。 

部品の保有期間について 

当社ではワイヤレスオーディオレシーバーの補修用性能部品（製品の機能を維 
持するために必要な部品）を、製造打ち切り後6年間な有しています。この部 
品な有期間を修理可能期間とさせていただをます。な有期間び経過したあとち、 
故障箇所によっては修理可能の場合びありますので、お買い上げ店またはソ 
ニーの相談窓 □ (裏表紙）にご相談<ださい。 
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まな仕様 

概要 


通信方式 

Bluetooth 標準規格 Ver . 2.1+ EDR *' 

出力 

Bluetooth 標準規格 Power Class 2 

最大通信距離 

見通し距請約 10 m *' 

使用周液数帯域 

2.4 GHz 帯 (2.4000 GHz - 
2.4835 GHz ) 


*' Enhanced Data Rate の略 
* 2 通信距離は目ちです。周囲環境によ D 通 
信距離び変わる場合びあ0ます。 

がりが 00 かプ□ファイルとは 、 Bluetooth 
機器の特性ごとに機能を標準化したちの 
です。 

音声圧縮変換ち式のこと 
が Subband Codec の略 


変調方式 

FHSS 

対応 S 山が〇〇が！ プ□ファイルが 

A 2 DP (Advanced Audio Distribution 
Profile ), AVRCP (AudioVideo Remote 
Control Profile ), HFP ( Hands-free 
Profile ), HSP (Headset Profile ) 

対応コーデック *4 
SBC*' 


巧応コンテンツ保護 

SCMS - T 方式 

伝送帯域 ( A 2 DP ) 

20- 20,000 Hz (44.1 kHz サンプリング時) 

付属品 

USB け）ケースレ （1) 

取扱説明書（本書） （1) 

その他印刷物一式 

推奨アクセサリー 

へッ ドホン： 

MDR - EX 300 SL (別売） 

USB 巧電 AC 電源アダプター： 

AC - U 50 AD (另 IJ 売）ちし<は AC - U 501 AD 
側売） 
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ワイヤレス オーデイオ 

USB 巧電のパソコン巧奨摄 

レシーパー 

境 


電源 

DC 3.7 V ： 内蔵 U チウムイオン巧電式電池 

最大パお寸法（突起部含まず） 

約 17.0X60.0 X 17.6 mm 
(幅/高さ/奥行を） 

質量 

約 20 g 

へッドホン出力 
出力端子 

な 3.5 mm ステレオ S ニジャック 

最大出力 

18 mW +18 mW (16 Q ) 

マイク部 
型式 

エレクトレットコンデンサー型 

指向特性 

全指向性 

有効 周 巧数帯域 

100- 4,000 Hz 

許容動作温度 

〇〜45で 


政下の 0 S び標準インストールされており、 
USB ポートび標準装備されたバソコン 
• 下記環境をおたす全てのバソコンで動作 
をな証するちのではありません。 

• 日本語版標準インストールのみ。 

• 自作バソコンは動作な証対象列です。 

— Windows ® をお使いの場を 
Windows ® 7 Ultimate/Professional / 
Home Premium 
Windows Vista ® Ultimate /Home 

Premium / Home Basic / 
Business 

Windows ® XP Professional /Home 
Edition / 

Media Center Edition 
2004 ( SP 2 政降）/ 

Media Center Edition 
2005 ( SP 2 iU 降） 

一 Macintosh をお使いの場合 
Mac OS X い（ージヨン1 0.3 LU 降} 

Microsoft および Windows、Windows 
Vista は、米国 Microsoft Corporation の 
米国およびその他の国における登録商標、 
または商標です。 

Macintosh、Mac OS は、米国および他の 
国々で登録された Apple Inc . の商標です。 

本磯の仕様およびが観は、改良のため予告 
なく変更することびありますび、ご了承く 
ださい。 
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ソニーの相談•ち□のごま巧 

本機についてご不明な点や技術的なご質問、故障と思われるとさのご相談につ 
いては、下記のお問い合わせ先をご利巧 <ださい。 

ホー ムぺ ージで 調べるには 

一 AV 関連商品-アクセサ U —カスタマーサポートへ 
( http :// www . sonv . co . jp / av - acc ) 

Bluetooth アクセサ I 」一商品に関する最新サボート'隋報や、よ< あるお問い 
合わせとその回答をご案内してレます。 

電話- FAX でのお問い合わせは 

ーソニーの相談窓□へ（下記電話. FAX 番号） 

• お問い合わせの際は、次のことをお知らせ<ださし、。 

セツト本体に関ずる ご質問 時： 

-型名： DRC - BT 30/ BT 30 P 
-製造（シリアル）番号：本体裏側のラベルに記載 
-ご相談内容：でさるだけ詳し< 

一お買レ上げ年月曰 

接続に関するご質問時 

質問の内容によっては、本機に接続される機器についてご質問させていただく 
場合びあ0ます。事前にわかる範囲でご確認いただを、お知6せ<ださい。 


よくあるお問い合わせ、窓□受付時間などはホームぺージをごま用ください。 http://www.sony.co.jp/support 


巧設な口 


フ U - ダイヤル . 0120 -333-0 吕〇 

携帯電話’ PHS -- 部の IP 電話’ 04己 6-31-2 已11 


" ※巧巧試 S 


フリーダイヤル . 0120 -222-330 

携帯電話 ’PHS •—部の IP 電話’ 0466-31-2531 

※巧巧試巧書’ UE コン専の辑入 ffi 試はこち5へお問い合わ e ください。 



FAX ( 兵近） 0120-333-389 
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